
令和５年度 民生児童委員の方との懇談会 記録 

令和５年５月１７日 

１５：５０～１６：４０（５０分間） 

【参加者】池田会長、東城主任、浅間地区民生児童委員の皆様 計 40 名 

     学校長、教頭、教務主任、生徒指導主事 

 

１．学校長より挨拶（抜粋） 

5 月 8 日からコロナウイルス感染症が５類移行となった。予防しながらではあるが、通常の教

育活動ができるようになってきた。生徒にとって三年間の貴重な日々を充実させたいと考えて

いる。参加日などでも「共創」をテーマにお話をさせていただいた。皆様と共に連携しながら、

地元の子は地元で育てることを大切に考えたい。 

本日の資料の表紙に QR コードがある。読み取っていただくと、本校のホームページをご覧

いただける。ほぼ毎日更新しているのでご覧いただきたい。また、資料の中の記事には、地域で

活躍する生徒の姿が掲載されている。生徒たちの姿から元気をもらっている。 

今日の懇談会は、一年に一度の貴重な機会である。懇談会をきっかけに、浅間中学校にこれか

らも力を貸していただきたい。 

 

２．池田会長より挨拶（抜粋） 

平成二年以来の会合となった。生活の様子を共有したい。子供の思いを共有しながら、子供の

ためになることを考える会になることを期待している。  

 

３．学校の様子について（生徒指導主事より） 

一年生 295 名を迎え、県下でも大きな学校となっている。一年生は、学級づくりを進めてい

るところ。ようやく中学校生活にも慣れてきた。小学校時代の友達に会おうと、廊下に人が集ま

り、歩けないほどであったが、新しい人間関係もできつつある。5 月 2 日には部活動発足会があ

り、本格的に活動がスタートしている。7 月 26 日と 27 日には妙高宿泊学習がある。 

二年生は、クラス替えがあり、新たな人間関係を作っている。生活の様子から、先輩としての

自覚が出てきた。 

三年生は、４月に修学旅行があった。予定通り実施され、天候にも恵まれた。良い思い出作り

ができた。部活動の大会がいよいよ本番である。進路については進学に向けてテストを頑張って

いる姿がある。 

学校全体としては落ち着いている。地域が交通の要所にあるため、交通事故が心配される。昨

年度、車との接触事故が 3 件発生した。年度のスタートにあたり、防犯教室、交通安全指導、イ

ンターネットに関する学習等、生徒の安全に関わる指導を実施してきた。特に SNS のトラブル

については未然防止に努めている。悩みを抱える生徒、学校に足が向かない生徒など、生徒の様

子は様々である。地域の子どものために情報を共有し、連携をお願いしたい。 



４．協議  

課題だと感じる点、生徒の良い姿などを民生児童委員の皆様からお願いしたい。 

・【質問】不登校生の保護者の会を実施し、保護者の心のケアに努めていると聞いているが、現

状はどうなのか。また、外国にルーツをもつお子さんや、性的マイノリティのお子さんへの対応

が必要であると考えるがいかがか。 

→学校長回答：不登校や不登校傾向にある生徒の割合は、県平均とほぼ同程度という状況である。

親の会については 4 月に今年度一回目を実施した。 2 ヶ月に 1 回の定例会に加え 1 ヶ月に 1 回

程度の親の会も計画しているところである。生徒個々の状況については、このあと個別に懇談し

たい。 

・【意見】指導や支援に対応できる先生を増やす必要がある。加配という制度があると聞いてい

る。対応できる先生の存在が大切で、大変なご苦労をいただいていることも伺っている。 

・【意見】交通安全に対する意識の低さが気になる。一旦停止するべき所は停止するなどの指導

を徹底してほしい。さらに挨拶が盛んであってほしい。 

・【意見】交通マナーに関わって、前回の会合で、「道を渡るなら意思表示をするよう指導してほ

しい」とお願いしたところ、改善された経緯があった。ぜひ、交通安全の指導を継続してほしい。  

→教頭回答：交通マナーについては安全係がお昼の時間などを使って啓発を続ける。 

・【質問】特別な支援が必要なお子さんに対する支援の状況を知りたい。 

→校長回答：人的な配置は定められた人数で個別の課題に沿って丁寧に対応している。いくつか

の加配もいただいている状況である。 

・【意見】横断歩道で一旦停止すると、お礼をする子や、車が通過するのを待つ子いる。このよ

うな良い姿があった。 

・【意見】田植えの時期である。U 字溝に水が多い状況であるので気をつけてほしい。水難事故

なども起こり得るので注意をして欲しい。 

・【意見】コロナの関係で、卒業式や入学式に参加できなかった。コロナ禍で子供の意欲が減退

したと言われているが、浅間中生は、よく挨拶する学校である。廊下や教室の掲示を見ても、素

晴らしいし、微笑ましい。数学の授業で「1 人で」「ペア・グループで」「全体で」という掲示が

あった。個人での学び、協働的な学びが保障されていると感じた。語り合いながら理解している

姿もあり、そのような学びを大事にしていることがわかった。 

・【意見】学校評価を見せていただいた。授業の項目についての肯定的な回答が 90%超えている。

これは、授業改善の一つの成果ではないかと感じた。学びがゆっくりである生徒も取り残さない

よう、支援をより一層厚くしていただきたい。また、ゲームや SNS に没頭してしまう生徒の対

応もお願いしたい。 


